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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】パーキンソン病に対するペルゴライド療法の有用性は国内外で認知され、一般的に行われて
いるが、高用量ペルゴライド療法は心臓弁膜症の原因となりうることが報告されている。日本人パー
キンソン病例ではペルゴライド療法は低用量でも有効であり、広く用いられている。そこで本研究で
は、日本人パーキンソン病例において、低用量ペルゴライド療法と心臓弁膜症発症の関連性につき検
討した。 
【対象】日本人パーキンソン病患者連続 52例(男 20 例、女 32 例、平均 70±7 歳)を対象とした。 
【方法】日本人パーキンソン病患者連続 52 例のうち、ペルゴライド使用(P)群が 23 名で、ペルゴラ
イド非使用(NP)群が 29名であり、P群で L-dopa を併用し、他のドパミンアゴニスト(OE)を併用しな
い 8名を P without OE 群、L-dopa かつ OE を使用する 15 名を P with OE 群と定義した。さらに、NP
群で、L-dopa 単独での治療を行った 15 人を NP without OE 群、L-dopa と OE にて治療を行った 14
名を NP with OE 群と定義した。このうち P without OE 群と NP without OE 群、P with OE 群と NP with 
OE 群のそれぞれにおいて、年齢、性別、ペルゴライド内服累積積算量、心臓弁形態、機能評価を含
めた各種エコー指標について、比較検討を行った。 
【結果】比較した P without OE 群と NP without OE 群、P with OE 群と NP with OE 群のそれぞれの
群間比較において、心臓弁形態、機能異常に差異は見られず、その他の指標においても、有意な差異
を認めなかった。 
【結論】日本人パーキンソン例における低用量ペルゴライド療法は、他のドパミンアゴニストの併用
の有無にかかわらず、心臓弁膜症発症に関連する可能性は少ないことが示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
パーキンソン病に対するペルゴライド療法の有用性は国内外で認知され、一般的に行われている治療
法であるが、高用量ペルゴライド療法は心臓弁膜症の原因となりうることが報告されている。日本人
パーキンソン病例でのペルゴライド療法は低用量でも有効であり、広く用いられている。そこで本研
究では、日本人パーキンソン病例において、低用量ペルゴライド療法と心臓弁膜症発症の関連性につ
き後向き研究にて検討した。 
今回著者らは、日本人パーキンソン病患者連続 52例 ( 男 20 例、女 32 例、平均 70±7 歳 ) を対象
とした。この日本人パーキンソン病患者連続 52 例のうち、ペルゴライド使用 ( P ) 群が 23 名で、
ペルゴライド非使用 ( NP ) 群が 29 名であった。① P 群で L-dopa を併用し、他のドパミンアゴニ
スト ( OE ) を併用しなかった 8名を P without OE 群、② L-dopa かつ OEを使用した 15 名を P with 
OE 群と定義した。さらに、③ NP 群で、L-dopa 単独での治療を行った 15人を NP without OE 群、④ 
L-dopaとOEにて治療を行った14名をNP with OE群と定義した。このうちP without OE群とNP without 
OE 群、P with OE 群と NP with OE 群のそれぞれにおいて、年齢、性別、ペルゴライド内服累積積算
量、心臓弁形態、機能評価を含めた各種エコー指標について、比較検討を行った。結果として比較し
た P without OE 群と NP without OE 群、P with OE 群と NP with OE 群のそれぞれの群間比較におい
て、心臓弁形態、機能異常に差異は見られず、その他の指標においても、有意な差異を認めなかった。
結論として日本人パーキンソン例における低用量ペルゴライド療法は、他のドパミンアゴニストの併
用の有無にかかわらず、心臓弁膜症発症に関連する可能性は少ないことが示唆された。 
 以上の研究は日本人パーキンソン病患者における低容量ペルゴライド療法と心臓弁膜症について
の検討であり、日本人パーキンソン病患者における薬物療法の安全性の確立に貢献するものである。
よって本研究者は、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと認められた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
